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Ｎｏ．１６６　　２０１２年　８　月　９　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
エネルギー戦略　　原発からの撤退を　　　　　　　　　　ｐ政府は東電福島原発事故を機にエネルギー政策を「白紙から見直す」と、「エネルギー・環境戦略」を決める作業を進めていますが、国民の声を踏まえるなら、原発からの撤退をまず決断すべきです。政府の作業は、２０３０年の原発依存度として、「０％」、「１５％」、「２０～２５％」の３案を示し、国民に選択を求めるのが出発点です。三者択一で国民に選択を迫るのは、責任ある政府の態度とはとてもいえません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ意見聴取会の発言希望者を比べると福島を除く１０会場の合計で、「０％」は６８％、「１５％」は１１％、「２０～２５％」は１６％と、「０％」支持が圧倒的です。自由に発言を認めた福島会場の場合は意見をのべた３０人のうち少なくとも２８人が「原発ゼロ」を求め、「直ちに廃炉」を求める意見も目立っています。もう国民の世論は明白です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ聞くだけ聞いて、採用しないというのでは、国民の不信を募らせるだけです。政府は原発からの撤退を求める国民世論を真剣に受けとめるべきです。　　　　ｐ１年５カ月たっても事故は完全に収束せず、原因究明も尽くされていません。一日も早く原発から撤退を決断し、エネルギー戦略を決めることこそが、省エネルギーや再生可能エネルギーの拡大にも道を開くことになっていきます。
政局は混沌７野党党首会談　内閣不信任案提出　消費税増税法案を廃案に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ日本共産党、みんなの党、社会民主党、新党改革、新党日本、国民の生活が第一、新党きづなの野党７党首は３日、国会内で会談し、消費税増税法案の今国会での成立を阻止し廃案とするために、野田内閣不信任決議案を共同で提出することで合意しました。野田首相が「政治生命をかける」としている重要法案の阻止のため７野党が内閣不信任決議案提出で一致したのは初めてです。消費税増税を狙う民自公にも衝撃が走っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ会談後の共同記者会見で志位委員長（共産）は「国民の多数は消費税増税法案に反対しており、不信任案の提出は大義がある」「可決するべく全力をあげ、消費税増税法案を廃案に追い込みたい。衆議院を解散して審判をあおげということを強く求めていきたい」と述べ、小沢代表（生活）は「何としても廃案に追い込むというみなさんの主張に賛同する」と表明。渡辺代表（みんな）は「本日参加していない民自公以外の各会派、無所属議員への働きかけも行う」、福島党首（社民）は「国民の生活を破壊する増税法案に断固反対」、舛添代表（新党改革）は「消費税増税だけが先行していることは到底許しがたい」、田中代表（新党日本）は「消費税増税撤回という一点で７党が結束することを大変誇りに思う」、内山代表（新党きづな）は「国民の意思を反映しない政治は政治ではない」と述べました。野田首相の決断が求められています。
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
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日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　
私見　桑名市が市民に意見を求めることについて
４月から、私が気づいただけで３回ほど桑名市は市民に意見を求めています。

１つは、「新病院に期待する医療について」（広報くわな６月１日号で募集）で、１２人から１２件の意見があり、ＨＰに回答が掲載されています。基本的なところには触れておらず、とにかく早く基本構想・基本計画を作り（他市では２年ほどかかるものを３カ月で作成）、２０１５年４月開業に向けて暴走しています。これで本当に良い病院ができるのか不安です。（裏面も参照下さい。）

２つは、「職員倫理条例案」のパブリックコメントで、４人から意見が出され、１８項目にわたって整理され、回答が先日（８月６日）の倫理審査会で出されました。近々ＨＰで公開される予定ですが、質問・意見にまともに答えているとは思えません。これで本当に職員の倫理感は良くなるのか。９月議会に議案として提出され、審査される予定ですが、しっかりと質していきたいと思います。

３つ目は、「健康増進施設に求める機能」に対して５人から意見がありました（情報公開で全文を入手）。いずれも建設以前の問題として、桑名市の財政を心配し、何故この様なものを作るのかの疑問が根底にあります。意見募集結果が８月７日にＨＰに掲載されましたが、意見は簡略化され、今回の意見に無いものがずらりと並んでおり、まさに情報操作とも受け取られる内容になっていました。即刻、ちゃんと住民の意見を掲載するよう要求しました。

この様な実態をみると、全てがアリバイ作りとしか考えられません。
市内の３風景
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桑名市が市内３か所で　　     津波の跡ではありません　      通路妨害のビアガーデン

原爆パネル展実施　　　　   住吉・三之丸地区の立退き      　駅前サンファーレで
新病院はどうなっているのか。皆さんの意見を！！

　新病院整備に向けた第一歩として「桑名市総合医療センター基本構想・基本計画」が策定されました。今後は、桑名東医療センターの隣地であるスーパー一号舘桑名店の用地を取得し、この基本構想・基本計画に基づき、建物の設計が行なわれ、２０１３年度に建設工事着手、２０１５年４月開院に向けて突き進んでいきます。

広報くわな　平成２４年８月　vol.９２に掲載された記事より新病院の概略を紹介します。


１、桑名市総合医療センターがめざすべき病院像、病床数　
・緊急・重症な状態にある患者さんに対して、入院、手術、検査など高度で専門的な医療を提供する病院
・一般病床４００床程度

２、統合および建設事業費
総事業費　１０６億円（病院の統合２３億円、施設の整備６８億円、医療機器の整備１３億円、電子カルテの導入２億円）
財源内訳（地域医療再生臨時特例交付金２６.７億円、地方債６５.８億円、一般財源１３.５億円）　

３、新病院の特徴

【救急】救急の部門化、専門化を図るため、独立した診療部門として救急科を設置し、ＥＲ(救急室)で初期診療を行います。
【総合診療科】特定の臓器、疾患に限定せず、幅広い診療を行う総合診療科を整備します。
【放射線治療】桑員地域の医療機関において、がんの放射線治療を行えるところはありませんが、新病院において施設、医療機器を整備し、放射線治療を行います。
【集中治療室】現在は桑名西医療センターにＳＣＵ(脳卒中集中治療室)が整備されていますが、新病院においては、ＩＣＵ(集中治療室)、ＨＣＵ(準集中治療室)ＣＣＵ(冠状動脈疾患管理室)、ＳＣＵを整備します。
【小児、周産期医療】小児の入院患者さんの受入れ体制を整備すると共にＮＩＣＵ(新生児集中治療室)の整備の検討も含め、体制強化に努めます。
４、魅力ある病院となるために

①患者さんを中心とした病院づくり
　・患者さんの立場になって対応ができるよう、接遇研修などを強化します。
　・患者さんの視点に立った施設づくりを基本とし、療養環境の整備などに配慮するとともに患者さんのプライバシーが守られる施設整備に努めます。
　・外来患者さんの待ち時間の負担を軽減するため、待ち時間対策を行います。
②急性期医療を提供できる質の高い診療機能の実現
　・関連大学と十分な連携を図り、医師の確保に積極的に取り組みます。
　・患者さんの状況に的確に対応し、質の高い医療を提供できるチーム医療体制を推進します。
　・医療技術の維持向上を支える合理的な施設および高度医療機器の整備を行います。
③地域完結型医療に向けた取り組み
　・医療連携の中心的な役割を担い、他の医療機関との機能連携と役割分担により、地域完結型の医療体制をめざします。
④職員が働きやすく魅力ある病院づくり
　・各部門の効率的な機能連携や、医療機器の効率的な運用が可能な施設配置とします。
　・福利厚生に関する施設（休憩室、仮眠室、カフェテリア、売店等）の充実を図ります。
　・病児保育を含む24時間対応の院内保育所を整備するとともに、柔軟な勤務体制を導入するなどし、働きやすい環境をめざします。
⑤効率的経営による持続可能で安定した医療提供体制
　・適切な人員配置、医薬品、診療材料等の合理的な供給管理、業務の効率化、　
　　経営分析と目標管理の実施等により、安定的で持続的な経営基盤を確保します。

　となっています。これに対する市民からの意見を本来ならパブリックコメントの形で求めるべきです。私たちは出発点の市民病院の地方独立行政法人化に反対してきましたが、皆さんのご意見を聞き、少しでも市民に役立つ病院になるように頑張っていきます。
反貧困全国キャラバン２０１２

三重県実行委員会へのカンパのお願い

反貧困全国キャラバン２０１２
三重県実行委員会委員長　　　　　　　　

南川久美子
連絡先：三重合同法律事務所　　　　　

弁護士木村夏美　059-226-0451

「人間らしい生活と労働の保障を求めて、つながろう！」を合言葉に、貧困の蔓延と格差の拡大にストップをかけよう、地域でつながり貧困問題の解決に向けて取り組みを進めようと、反貧困全国キャラバン２０１２がスタートしました。西ルートとして７月１２日に沖縄を、東ルートとして７月１４日に釧路をそれぞれキャラバンカーが出発し、全国を回って１０月２０日の東京でのゴールを目指しています。

三重にも８月２９日～９月１日の間、キャラバンカーがやってきます。

三重におけるキャラバンカーの整備・運行、相談会の準備、リーフレットの印刷費用等については、そのほとんどを三重の実行委員会で負担する必要があります。

そこで、是非とも財政面でも多くの皆様にご支援をお願いする次第です。どうぞ、カンパにご協力ください。

カンパ振込先口座

（実行委員に手渡してもらっても結構です）

百五銀行　津駅西口支店　普通口座　385119
反貧困キャラバン三重県実行委員会会計隠岐沙希子
（はんひんこんきゃらばんみえけんじっこういいんかいかいけいおきさきこ）

なお、実行委員として協力していただける方も募集中です。

☆☆　三重のキャラバン行動予定　☆☆

８月２９日　13:00　桑名駅キャラバンカー出発　　８月３１日　9:00　津市役所へ要請行動
　　　　　　13:30　桑名市役所にて要請行動　　　　　　　　　11:00　伊賀市役所へ要請行動
　　　　　　15:00　四日市市役所にて要請行動　　　　　　　　13:30　亀山市役所へ要請行動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　15:00　鈴鹿市役所へ要請行動
８月３０日　11:00　尾鷲市役所へ要請行動　　　　　　　　　　16:30　四日市市役所へ要請行動
　　　　　　15:30　松阪市役所へ要請行動　　　　　　　　　　17:00　近鉄四日市駅にて街頭宣伝
　　　　　　17:00　津駅にて街頭宣伝　　　　　　　　　　　　19:00　街頭宣伝終了予定
　　　　　　19:00　街頭宣伝終了
９月１日  無料生活相談会
14:00~17:00　アスト津　３階　

ミーティングルームＢ

同日 　14:00~17:00　桑名サンファーレ　２階

市民広場

後援：三重県司法書士会

三重はなしょうぶの会

三重県社会福祉士会　　他
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